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中
部
電
力
は
10
月
31
日
、
浜
岡

原
子
力
発
電
所
４
号
機
の
原
子
力

規
制
委
員
会
に
よ
る
審
査
会
合

や
、
審
査
が
先
行
す
る
他
社
の
発

電
所
で
進
む
新
規
制
基
準
の
適
合

性
審
査
の
内
容
な
ど
を
踏
ま
え
、

４
号
機
の
対
策
工
事
の
一
部
に
つ

い
て
工
事
内
容
を
見
直
す
こ
と
と

し
、
市
へ
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

今
回
の
主
な
工
事
内
容
の
見
直

し
と
し
て
は
、
増
設
す
る
緊
急
時

対
策
所
の
再
設
計
や
緊
急
時
車
両

用
の
地
下
式
燃
料
タ
ン
ク
と
防
火

壁
に
仕
切
ら
れ
た
部
屋
へ
の
非
常

用
電
源
設
備
お
よ
び
換
気
設
備
の

分
散
設
置
、５
０
０
カ
所
以
上
の

自
動
消
火
装
置
の
追
加
設
置
な

ど
、
主
に
重
大
事
故
時
の
現
場
対

応
力
向
上
な
ど
を
目
指
し
た
も
の

と
な
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
見
直
し
に
伴
い
、
工

事
完
工
時
期
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま

で
公
表
し
て
い
た
時
期
よ
り
さ
ら

に
１
年
程
度
の
工
期
を
要
す
る
見

込
み
で
あ
り
、４
号
機
は
平
成
28

年
９
月
頃
、３
号
機
は
平
成
29
年

９
月
頃
と
な
る
見
通
し
と
の
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

倉
田
総
合
事
務
所
長
か
ら
説
明

を
受
け
た
石
原
市
長
は「
住
民
の

信
頼
を
さ
ら
に
獲
得
す
る
た
め
に

も
着
実
に
安
全
性
向
上
対
策
工
事

に
は
力
を
注
い
で
ほ
し
い
」
と
話

し
ま
し
た
。

▲第 2 号墳の開口状況

埋蔵文化財包蔵地
小堤ケ谷横西穴群

小堤ケ谷横西穴群は、比木名波地区市道玄保宮木
ケ谷線沿いの名波老人憩いの家北側、宅地裏側の山
林中に５基の横穴が残存しています。
５基の横穴は西から第１号墳～第５号墳と呼ぶ
ことにします。第２号墳は平面形が楕円形で断面
がドーム状、全長4.4㍍、遺体を埋葬する玄室は幅
が2.86㍍、高さ1.7㍍、奥行2.4㍍です。入口から
玄室までの通路である羨

せん
道
どう
は、幅0.95㍍、高さ1.05

㍍です。
第３号墳は平面形がほぼ円形で、断面はドーム
状、現況の全長は2.93㍍です。玄室は幅が1.7㍍、
天井高1.4㍍です。第５号墳は平面形が略方形で、
現況の全長が3.2㍍、玄室の幅が2.35㍍、高さが1.58
㍍、奥行が1.8㍍、玄門幅が1.2㍍で、羨道幅が0.8
㍍です。
第１号墳と第４号墳は埋没しているため構造や
規模などは不明です。また、５基とも発掘調査をし
ていないため副葬品などについては不明です。

安
全
性
向
上
対
策
の

　
工
事
内
容
の
一
部
見
直
し
に
つ
い
て

５基の横穴が山林中に残存

市内比木地区▲第 3 号墳の開口状況

▲第 5 号墳の開口状況

●名波老人憩いの家

筬
川

名波橋
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